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令和 5 年度前川町長とふれあいミーティング 

大山崎町一般会計当初予算について 

 

 令和５年度の政策目標  

「挑」 住民とともに 明るい未来をつくる 

＜重点施策＞ 

・公約事業の着実な実施 

・自然豊かな子育てのまち 

・住民参加で脱炭素 

・小さな行政 

・暮らしの安全と誇りの醸成 

【これまでの予算編成コンセプト】 

平成 31 年度（令和元年度）コンセプト「Restart 大山崎町再出発」 

①小さな行政への転換②公約の着実な推進③住民参加の仕組みづくり 

令和 2 年度コンセプト「住民参加、一歩前へ」「まちのアップデート」 

①住民参加の実践②地域コミュニティの再興③小さな行政の実現④暮らしの安心 

令和 3 年度コンセプト「住民要求の実現」「共生社会の実現に向けて」 

①公約の推進②懸案、重要課題の解消③相互理解の深化 

④地域の活力向上⑤くらしの安心と小さな行政の実現 

令和 4 年度コンセプト「確かな未来へ」 

①住民参加で脱炭素②自然豊かな子育てのまち 

 

 令和 5 年度予算の主な事業  

重点事業  

○大山崎中学校給食実施事業＜継続＞ 

○子育て支援医療費助成事業＜拡充＞ 

○給食棟整備工事・施設付帯備品調達（大山崎小学校・第二大山崎小学校）＜継続＞ 

○産後ケア事業・産婦健康診査＜新規＞  

○新生児聴覚検査事業＜新規＞ 

○出産・子育て応援事業＜継続＞ 

○天王山ハイキングコース補修＜拡充＞ 

○LINE 活用事業＜新規＞ 

○円明寺が丘団地再生検討支援業務＜新規＞ 

○公共交通利用促進事業＜新規＞ 

○防災子ども安全まちづくり事業（道路）＜継続＞ 

○動物愛護事業＜新規＞ 

［その他各分野の主要事業は広報おおやまざき５月号をご覧ください］ 

 

 修正削除された予算  

○複合化施設の整備に関連する費用 

複合化施設新築整備実施設計業務、中央公民館本館・別館解体工事等 
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○中学校給食の保護者負担無償化にかかる費用 

○鳥居前配水池内通路（通学路）の整備にかかる費用 など 

 

 予算総額  

 令和５年度当初予算（一般会計） 68 億 7，204 万 4 千円 

 一般会計 

金額（千円） 前年度比（％） 

平成 30 年度 6,280,000 1.9

令和元年度 5,871,919 ▲6.5

令和 2 年度 5,998,000 2.1

令和 3 年度 5,989,000 ▲0.2

令和 4 年度 6,174,797 3.1

令和 5 年度 6,872,044 11.3

 

 町の財政状況  

 現状は良好かつ安定 

令和 3 年度 令和 2 年度 令和元年度 備考 

実質公債費比率

（※１） 
3.9 ３．７ ５．０ 

早期健全化基準 

25％

将来負担比率

（※1） 
－ ７．３ ９．７ 

早期健全化基準 

350％

基金残高 1,913,496 1,043,146 974,485 単位：千円 

地方債残高 6,714,089 6,521,539 6,389,720 単位：千円 

うち臨時財政対策

債（※2） 
3,671,059 3,599,020 3,626,193 単位：千円 

※1 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政指標（健全化判断比率） 

※2 後年度に全額地方交付税算入 

 

 今後の財政見通し  

■大規模事業等の実施 

  学校給食（小学校）、複合施設建設（中央公民館再整備）、 

  学校・保育所等各公共施設長寿命化、道路・橋梁等インフラ維持管理 

■超高齢社会の到来 

  社会保障関係経費のさらなる増加 

■公債費負担 

  建設事業実施に伴う地方債の償還が多大に 

■人件費負担 

  職員の年齢バランス、会計年度任用職員制度 

■税収 

  人口減少、国内経済、国際情勢の影響  など  


